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善養寺幸子

水
を
流
し
て
表
面
温
度
二
六
℃
を
つ
く
り
、
気
温
は
、

平
均
二
八
℃
を
保
つ
。
床
、
天
井
か
ら
の
放
射
熱
で
気

温
を
つ
く
る
の
で
人
体
の
感
覚
は
良
く
、
普
通
の
オ
フ

ィ
ス
で
の
空
調
冷
房
の
二
八
℃
の
不
快
な
環
境
と
は
全

く
異
な
る
。
人
数
の
変
動
の
大
き
い
商
用
施
設
な
ど
は

不
向
き
だ
が
、
固
定
人
数
の
事
務
所
や
二
四
時
間
温
度

調
整
の
必
要
な
高
齢
者
施
設
や
病
院
の
入
院
病
棟
な
ど

に
は
向
い
て
い
る
。

　

こ
れ
は
暖
房
で
も
同
じ
だ
。
低
質
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
充
分
で
あ
れ
ば
、
排
熱
利
用
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は

電
気
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
建
築

仕
様
と
地
域
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組
み
合
せ
て
、

相
乗
効
果
を
出
す
に
は
、
人
の
暮
ら
し
方
ま
で
考
え
、

個
々
の
住
宅
も
含
め
た
完
成
形
の
街
開
発
が
必
須
。
従

来
の
イ
ン
フ
ラ
の
概
念
も
変
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

行
政
、
事
業
者
、
市
民
、
街
に
関
わ
る
全
て
の
人
達
が

し
っ
か
り
話
し
合
い
、
協
力
し
あ
い
、
実
現
の
た
め
に

協
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
任
せ
、
事
業
者
任

せ
、
市
民
は
勝
手
の
、
て
ん
で
バ
ラ
バ
ラ
の
日
本
の
現

状
か
ら
は
、
総
合
的
な
環
境
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
は
ほ

ど
遠
い
。

　

建
築
、
建
設
の
職
能
者
達
よ
。
た
だ
口
を
開
け
て
仕

事
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
職
能
を
社
会
に
還
元
す
る
た

め
に
、
自
ら
が
も
っ
と
市
民
と
明
日
の
日
本
の
可
能
性

を
対
話
す
る
機
会
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
と
思
う
。

　

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
、
日
本
の
英
知
を
結
集
す
る
機

会
で
は
な
い
の
か
。
我
ら
、
職
能
者
の
責
任
は
重
い
と

思
う
。

年
の
夏
、
電
力
の
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
の
た
め
に
、

当
事
務
所
で
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
冷
房
を
切
り
、
午
後
六
時
か
ら
十
一
時
の
五
時
間
、

午
前
六
時
か
ら
十
時
の
四
時
間
、
計
九
時
間
駆
動
さ
せ
、

二
四
時
間
蓄
熱
冷
房
で
快
適
に
過
ご
し
た
。
二
〇
〇
八

年
に
築
三
〇
年
超
の
古
い
工
場
を
借
り
、
次
世
代
省
エ

ネ
基
準
に
エ
コ
改
修
し
、
一
階
と
上
階
の
既
存
ス
ラ
ブ

に
畜
熱
さ
せ
る
「
乾
式
畜
熱
放
射
冷
暖
房
」
を
考
案
し
、

実
証
実
験
を
行
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
国
の
温
暖
化
対
策
に
は
不
満
が
あ
っ
た
。

建
物
を
省
エ
ネ
、
設
備
を
高
効
率
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
と
一
見
正
し
そ
う
な
の
だ
が
、
す
べ
て
が
バ
ラ
バ

ラ
の
個
別
対
策
の
羅
列
で
し
か
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
技
術

者
の
知
恵
を
借
り
て
の
政
策
立
案
な
の
か
、
先
進
国
日

本
と
し
て
、
あ
ま
り
に
素
人
ど
ま
り
で
あ
る
。
設
備
の

高
効
率
化
に
だ
っ
て
限
界
が
あ
る
。
大
幅
削
減
を
視
野

に
入
れ
た
ら
、
設
備
そ
の
も
の
の
必
要
性
を
疑
う
べ
き

で
あ
る
。
二
次
側
の
建
築
、
そ
の
仕
様
が
変
わ
れ
ば
、

必
要
な
一
次
側
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
質
が
変
わ
っ
て
く
る
。

例
え
ば
、
冷
房
を
空
調
式
で
行
お
う
と
す
れ
ば
、
五
〜

七
℃
の
冷
媒
が
必
要
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
し
で
は
作
れ

な
い
。
放
射
式
な
ら
二
〇
℃
で
充
分
。
い
や
、
二
〇
℃

じ
ゃ
な
い
と
結
露
し
て
ダ
メ
な
の
で
あ
る
。
地
下
水
の

豊
富
な
地
域
な
ら
充
分
自
然
に
あ
る
温
度
だ
。
そ
う
考

え
、
事
務
所
を
作
る
際
、
そ
の
温
度
で
快
適
が
つ
く
れ

る
の
か
、
身
を
以
っ
て
実
験
を
試
み
た
。

　

正
確
な
デ
ー
タ
を
取
る
た
め
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
使

っ
て
い
る
が
、
事
前
の
理
論
通
り
、
二
〇
〜
二
二
℃
の

今

総合的なエコタウンづくりの重要性


